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創造機構シンクタンク・ザリバーバンク／文芸春秋企画出版部編）　文芸春秋
　　　　　　平成22年３月　韓国経済の現状的課題（ERINA編）　日本評論社
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担 当 講 座

テーマ№1 大学って行く意味あるの？進学のメリットを考えよう

内　　容

　今の日本では、高校卒業後、およそ６割弱の人が４年制大学に進学している。だが、

進学率の高さと裏腹に、「大学に行くと何が得られるの？」「行く意味って本当にある

の？」と疑問に思っている人も多いだろう。例えば、65歳まで働いた場合の生涯賃金は、

大卒と高卒で約５千万円の差が出ると言われている。こうした賃金格差は、大学進学を

推奨する大きな理由の一つだが、背景には国や企業の思惑もある。「働く人の質を高め

ることで、生産性を高め、社会的ニーズに応えたい」と考えているからである。つまり、

個人というよりは社会の都合に基づく側面が強い。だが、実際に「大学に行くべきか」「専

門学校にするか」「すぐ働くか」で迷っている高校生にとっては、そんな理由だけでは

納得できないはずである。

　そこで、この講座では、大学に進学する意味について、次の２つの視点から掘り下げ

ていく。

1.「大卒」は、社会で生きるための “傘” のようなもの？

　 日本では「大卒」というだけで、安心される場面が多く、社会生活での一種の “保険”

のような役割を果たすことがある。

2. 大学進学は “投資” ？

　 大学に行くにはお金も時間もかかるが、その後の収入やチャンスを考えると、結果的

に “元が取れる投資” になる場合が多いと言われている。

　実際の講座では、具体的なデータや事例を紹介しながら、大学に進学することの意味

や価値を一緒に考えていく。

テーマ№2
豊かな国と貧しい国、豊かな地域と貧しい地域の違いから学生たちが学ぶ
べきこと。

内　　容

　世界には多くの国々があるが、豊かな国もあれば、貧しい国もある。スイスは約200年

前まではヨーロッパで最も貧しい国の一つだったが今は世界トップレベルの国に変わっ

ている。一方で、東南アジア諸国は稲作に恵まれながらも豊かではない。また、日本国

内でも、太平洋沿岸地域と日本海沿岸地域との間には格差がある。さらに、日本海沿岸

地域のなかでも石油資源の発掘で発展した新潟県と秋田県だが、現在の様子はかなり異

なる。長岡市は日本で６番目の地方機械金属の集積地であるが、秋田市は機械工業の集

積はあまり見られない。本講座は、スイスの事例、東南アジアの事例、長岡と秋田の事

例を紹介することで、勉強も部活も自分の長所を活かした独自の方法でやっていくこと

を勧めるためのものである。


